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My-ラップ通信は、My-ラップのオーナー様と、
My-ラップ運用チームを繋ぐ架け橋です。
毎月、お届けいたします。

『Ｍｙ-ラップ/オーナー』の

貴方様に

Ｍｙ-ラップ通信



- はじめに -

日頃より当社商品“SBIグローバル・ラップファンド(安定型／積極型)(愛称：My-ラップ)”を
ご愛顧頂き、ありがとうございます。

当月は8月の運用環境の背景と、コラムでは「中国共産党全国代表大会とは」をテーマ
にして、詳しくお話しいたします。

今後とも、グローバルでの投資環境、運用状況、トピックス等について説明いたしますので、
末永いお付き合いを、よろしくお願い申し上げます。

平成29年9月

SBIアセットマネジメント My-ラップ運用チーム
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米国株式市場は、米朝関係の緊迫化を背景に調整する局面がみられたものの、個人
消費と設備投資が主導する形で4-6月期の国内総生産（GDP）速報値は堅調な伸
びとなり、底堅く推移しました。アップルなどの一部銘柄の上昇が指数を押し上げ、ダウ工
業株30種平均は最高値を更新したものの、金融政策の発表を9月に控えていたため上
値は重く、値動きは限定的となりました。

欧州は、ユーロ高による企業業績悪化を嫌気した売りに加え、米朝関係の緊迫化に伴
うリスク回避の動きから弱含む展開となりました。

日本は、日経平均株価が20,000円近辺でのボックス相場が続く中、8月9日の北朝
鮮を巡る地政学リスクの高まりを受けて、下落しました。また、新興市場は前月末から下
落基調となりました。企業業績については堅調な内容となった一方、外部要因に振られる
展開が続きました。（日経平均株価は前月末比▲1.40％）。
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（出所）ブルームバーグのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成
※データ期間：2017年2月28日～2017年8月31日
※2017年2月28日を100として指数化
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日経平均株価 ダウ工業株30種平均 香港 ハンセン指数
ブラジル ボベスパ指数 英国 FTSE100 ドイツ DAX

各国の株価指数の推移

- 8月の運用環境 -



安定型 積極型

プラス寄与
 先進国（除く米国）債券
 グローバル債券
 新興国債券

 日本中小型株式
 新興国大型株式
 新興国債券

マイナス寄与
 先進国（除く日本）大型株式
 ヘッジファンド（ヘッジあり）

 先進国（除く日本）大型株式
 米国中小型株式
 欧州中小型株式
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今後の予想については、前月から大きな変化はありません。株式市場は緩やかな上昇を見
込んでおり、配分は基本投資比率で組入れを維持します。債券市場はやや軟調に推移すると
予想しているため、日本債券、グローバル債券、先進国（除く米国）債券の配分を若干減
少させる方針です。一方、新興国債券については、高利回り債券に対する需要があるとみてお
り、配分は基本投資比率で組入れます。

今後は、米国景気の動向や各国の金融政策動向などに振られることはあるものの、業
績好調銘柄が牽引することにより底堅く推移するものと想定されます。

このような中、My-ラップの8月31日現在の基準価額は、安定型10,047円（前月末
比＋0.13％）、積極型10,557円（前月末比＋0.25％）と、当月は、プラスの収益
率となりました。

8月の上昇・下落の主な要因は以下の通りです。

今後の運用方針今後の運用方針

- 8月の運用環境 -



中国共産党全国代表大会とは

国際社会が注目してきた今年の大きなイベントとして、1月の米国トランプ政権の発足、5月
上旬のフランス大統領選挙が挙げられます。そして次の注目イベントが、秋に中国で開催予定
の「中国共産党第19回全国代表大会」と言われています。中国共産党全国代表大会は、
中国共産党が5年に一度開く会議のことであり一般的には「党大会」と呼ばれています。

なぜ、この党大会が注目されているのでしょうか。中国の憲法では、「中国は共産党が指導す
る」と規定されていることから、共産党は事実上、中国を率いる政党であることが示されています。
その共産党が開催する党大会では、共産党の規約改正や今後の政策方針、新指導部など
を決めることから、その動向には大きな注目が集まります。

共産党はトップに位置する総書記をはじめ、政治局常務委員、政治局委員、中央委員など
で構成されています。人事や政策決定において強い影響力を持つのが政治局常務委員であり、
現在7人が在籍しています。

-コラム-
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（出所）各種資料を基にSBIアセットマネジメントが作成

中国共産党組織イメージ図

総書記 1人

政治局常務委員 7人

政治局委員 25人

中央委員 約200人

党大会代表 約2,000人

中国共産党員 約8,000万人



また、中国では、日本の国会にあたる「全国人民代表大会(全人代)」が毎年3月頃に開催
されていますが、主な議題は法律の制定と改正、予算案の審議・承認などです。加えて、国家
主席の選出や憲法改正などの権限も有しており、最高の国家権力と定められています。全人
代は3,000人を超えない人数で構成されますが、共産党員が約7割を占めています。また、
全人代の開催期間以外の法律の制定や条約の承認などの立法活動は全人代常務委員会
が行っているほか、同委員会の委員は共産党が推薦することになっていることから、実質的な権
力は共産党にあるといわれています。

前回の第18回党大会は2012年11月8日から1週間開催され、約8,000万人強の共産
党員の中から選出された2,268人の代表が参加しました。その中から205人の中央委員会委
員が選出されると、11月15日に中央委員会第1回全体会議が開催され、最高指導部であ
る政治局常務委員9人のうち7人が引退となり、習近平新総書記と李克強氏を中心とした新
指導部が形成され10年ぶりの大規模な指導部交代になりました。加えて、政策方針について、
「2020年の国内総生産(GDP)と1人当たり所得を2010年比で2倍にする。」との目標が掲
げられ大きな注目を集めました。

さらに過去にさかのぼると1992年の第14回党大会では、江沢民総書記(当時)が鄧小平の
掲げた「社会主義市場経済体制」の確立を急ぐと強調したことや、1977年の第11回党大会
では、10年間続いた毛沢東の権力闘争であったプロレタリア文化大革命(文革)について、終
了の宣言とともに文革の終了を反映した規約改正を実施した、といったように党大会は党のこ
れまでの活動の総括や方針転換、党総書記・政治局常務委員の引退から新指導部の発足
など、中国政治にとっては重要な転換点となってきました。

2017年に予定されている第19回党大会は、例年通りであれば秋(9月～11月の間)に開
催される見込みですが、正確な日程は任意に決定されることもあり正式発表されていません。
また、共産党中枢によって事前に最高指導部の人事は調整されているとも言われ、党大会前
までの様々な駆け引きが展開されていると考えられています。特に、強い影響力を持つといわれ
ている政治局常務委員の構成員については、引退に伴い新世代の指導者が昇格することに
なり、今回の党大会でも大きな注目点となりそうです。

以上

-コラム-
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●本資料は、SBIアセットマネジメント株式会社が信頼できると判断したデータに基づき作成されておりますが、その正確性、完全
性について保証するものではありません。また、将来予告なく変更されることがあります。●本資料中のグラフ、数値等は作成時点の
ものであり、将来の傾向、数値等を予測するものではありません。●投資信託は値動きのある証券に投資しますので、基準価額は
変動します。したがって、元本保証はありません。●投資信託の運用による損益はすべて受益者の皆様に帰属します。●ご購入の
際には必ず投資信託説明書（交付目論見書）の内容をご確認の上、お客様ご自身でご判断ください。

-Ｐ8-

ファンドの関係法人

委託会社
SBIアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第311号
加入協会 ／ 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会
（信託財産の運用指図、投資信託説明書（目論見書）及び運用報告書の作成等を行います。）

投資顧問
（助言）

モーニングスター・アセット・マネジメント株式会社
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1106号
加入協会 ／ 一般社団法人日本投資顧問業協会

受託会社 三菱UFJ信託銀行株式会社
（ファンド財産の保管・管理等を行います。）


